








Ch. -Ed. Jeanneret (Le Corbusier) 's Process 
toward the Modemistic Thoughts 
An Essay on the Modemity of the "Dom-Ino" 
Kazuya MURA TA and Hidekazu SHlRAI 
(R配 eivedAug. 28， 2000) 
This paper is an essay on出emoderni匂Tof Charles-Edouard Jeanneret (Le 
Corbusier) 's "Dom-Ino" ideas (1914). 
First， we clarified the general characteristics expressed in the "Dom-Ino" 
standard skelton out of出e"Dom-Ino" houses. Second， we tried to c1ar均r出e
"Dom-Ino" ideas仕oma technical side and an ideal side. At last， we tried to 
undぽ stand出e"Dom-Ino" ideas as a modernistic presence. 
As a result， itwas proved出atJ eanneret (Le Corbusier) combined a structural 
technique and an architectural id白 inthe "Dom-Ino": futhermore， an extensible 
possibility of the "Dom-Ino" signified an interesting aspect of the most modemistic 
ideas. And he separated the wall from the structural skelton， creating the pure 
int町 iorspace and the geometrical exterior as "le volume". 




1911年に帰する「東方旅行 (voyage d 'Orient) Jの後I)、シャルル=エドゥア』ル・ジャンヌ
レ (Charles-EdouardJeanneret， 1887・1965) は、故郷のラ・ショー=ド=フォンに戻り、 1912年


























































これに関しては、ジャンヌレが Iドム=イノ j のための定型的な規模やモデュールの設定を必要
としていたことが指摘されており 19) 、 「ドム=イノ j 型標準骨組は『ブレシジョン
(Precisions) ~に著された r1929年 10 月 10 日(木)の理工科大学における第 4 回講演 J 20)にお
いて確固たる寸法を与えられているのである。 r6本の支柱、三枚の床板、そして、階段。寸法:
6 x 9メートル。 4メートルという標準的な間隔で規格化された支柱;両側に、片持ちスラプの張



















































型が得られるということであろう 36) 0 ドム=イノ j 型住居のドローイングは二つの明瞭なカテ






























ジャンヌレがこれ以前にラ・ショー=ド=フォンで設計した住宅(ファレ邸 (villa Fallet， 1906-




芸術 (L'art de demain) Jという著作における「立方体の建築 (architecture ((cubique)) ) Jとい
う理念とエマの僧院の形態的特徴からの影響を指摘し得た。そして、ル・コルビュジエの『建築を













































さらには、 「芸術家のアトリエj のスケッチから「ドムニイノ J を経て、 1923年の r1 e 




「東方旅行j へと旅だった (Turner，P. V. La formation de Le Corbusier -id向 lisme& 
mouvement moderne，孟ditionsMacula， 1987， p.98) 。また、との旅行は 6ヶ月間続き (W.
J. R. カーティース著ル・コルビュジヱ 理念と形態』、中村研一訳、鹿島出版会、
1992、26頁)、従って、ジャンヌレは1911年11月にはラ・ショー=ド=フォンに帰郷してい
たととになる。
2) Turner， P. V. : Laformation de Le Corbusier， pp. 121-123. 
3) S. V. モース著ル・コルビュジエの生涯一一建築とその神話』、住野天平訳、彰国社、
1981、45頁。
4) Baker， G. H. Le Corbusier ・- The Creative Search， The Formative Yean of Charles-Edouard 
Jeanneret， Van Mostrand Reinhold， E & FN SPON， 1996， p.217. 1916年に始まるシュウォップ
邸での法律上の抗争のゆえに、ジャンヌレは1917年2月8日に慌てて、ラ・ショー=ド=フォ
ンを去り、パリへ向かったととが記されている。
5) Turner， P. V. La formation de Le Corbusier， p. 113.ターナーは、 I住宅の設計と実施j 、
Iスイス=ロマンドの芸術サークルとの出会いj 、 「新設科1、 「芸術アトリエJ (とれは
「連合芸術アトリエIとしての組織活動についての記述である)、 「パリ旅行J、 「読書J
「執筆j 、 「ドム=イノ・システムj 、 「都市計画Jの見出しのもとに、それぞれについて考
察している。
6) Le Corbusier et Pierre Jeanneret:伍uvrecomplete 1910.1929， Les豆ditionsd'Architecture， 
1964， pp. 23-26.とこでは、 r rドム=イノ j 型住居(Iesmaisons ((Dom-ino))) Jとされ、
最初に構造を示唆するような図と概念的な透視図が示され、次に具体的な平面を有する建築物
のドローイングが示されている。
また、 LeCorbusier: Early Buildings and Projects， 1912-1923， Garland Publishing， Inc.， and 
Fondation Le Corbusier， Paris， 1982， pp. 19-77.には、 『全作品集』に掲載されたものも含め
て、その他多くの「ドム=イノJ型住居に関連するドローイングが再録されている。
7) Le Corbusier et Pierre Jeanneret:伍uvrecomplele 1910-1929， p.23. 1 L'ossature standard 
((Dom-ino)) ， pour execution en grande serie 1 
なお、同様のドローイングが、 LeCorbusier: Early buildings and projects， 1912-1923， p.58 
378 
(とのドローイングは未完成であり、途中段階のものもしくは下書きであると思われる)， p. 
60 (とのドローイングには I補強(鉄筋)コンクリートによる一体的な=骨組 (MONOLYTHE
-OSSATURE OE B邑TONARME) Jと記されている)に再録されている。
8) Turner， P. V. : La formation de Le Corbusier， p.133. 
9) Le Corbusier: Early Buildings and Projects， 1912-1923， p. 71， p. 72.ここに掲載された 3枚の
ドローイングにははっきりと fOOMINOJ と記されている。また、後に触れることとなるが、
ル・コルピュジエによる『建築をめさ'して』や『プレシジョン』でそれについて記述されると
き、 「ドム=イノ j と記されるときと「ドミノ Jと記されるときがあり、とれら双方の語の使
用はそれほど厳密ではないようである。
10) Turner， P. V. : Laformation de Le Corbusier， p. 133.ここで、ターナーはとの Iドム=イノ J
という言葉が Iドムス (domus)Jという語とも関連すると述べている。
11) Brooks， H A.: Le Corbusier's Formative Years， Chicago University Press， 1997， p.385 
12) Le Corbusier et Pierre Jeanneret:伍uvrecomplete 1910-1929， p. 23. "un systeme de struclure 
-ossature-completement independant des fonctions du plan de la maison " 
13) lbid.. "porte simplement les planchers et l'escalier" 
14) lbid.. "elements standard" 
15) lbid.. "permet une grande diversite dans le groupement des maisons" 
16) Le Corbusier: Vers une architecture， Flammarion， 1995 (1923) ， pp. 185-224 (ル・コルビュ
ジエ著建築をめざして』、吉阪隆正訳、鹿島出版会、 SD選書21、1967、169-194頁)
ここには、 「ドム=イノ j 型住居(I915) をはじめ、量産労働者住居(1922)、シトロアン
型量産住居 (921)、モノル型住居 (919)、ベサック集合住宅 (924)などのドローイン
グが掲載されている。
17) lbid.， p. 192 (前掲書、 172頁). "…par les materiaux artificiels homogとneset eprouves par 
des essais de laboratoire et produits avec des elements fixes " 
18) lbid.， p. 223 (前掲書、 177頁). " larecherche du standard， du type " 
19) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formative Years， p. 389.ととで、プルックスは、ジャンヌレが
規模の設定のために、アルフレッド・デュ・フォビーユ (Alfredde Fobille) による 2巻本、
『フランスにおける居住状態仁関する調査:住居=タイプ (Enquetesur les conditions de 
l'habitation en France:・lesmaisons-types ) ~ (Paris: E. Leroux， 1894-99) とシャルル・ジャ
ネ (CharlesJanet)の『中規模都市における廉価住居 (Leshabitations a bon marche dans les 
villes de moyenne importance) ~ (Brussels: Mayez， 1897)を読んだと記述している o
19) Le Corbusier: Precisions--sur un etat present de ['architecture et de l'urbanisme， Editions 
Altamira， 1994， p. 85 (ル・コルビュジエ著プレシジョン一 新世界を拓く建築と都市計
画~ (上)、井田安弘・芝優子共訳、鹿島出版会、 SD選書185、1984、136頁) • " Une 
cellule a l'echelle humaine" ( r人間的尺度の住戸J)を指す。
21) Le Corbusier: Precisions， p.93 (ル・コルビュジエ著プレシジョン~ (上)、 149頁)
"six poteaux， trois dalles de planchers et l'escalier. Les dimensions: 6 X 9 mとtres.les poteaux 
standards a ecartement standard de 4 m色tres;de deux cotes， sur les nerv ures en cantilever， un 
porte-a-faux de 4 : 4ニ 1m 1 
22) Ibid.， p. 95 (前掲書、 150頁) • 1 …installait les portes， les fenetres， les armoires， que la 
hauteur standard des planchers et les distances constantes des poteaux permettaient d'accrocher 
facilement. 
23) Le Corbusier et Pierre Jeanneret: iliu¥lre complele 1910-1929， p.23.それぞれ、"Coupes 
verlicales sur I'ossature "、"Coupe sur le plafond "、"Les fondements "を指す。
24) Ibid.. " sans coffrage " 
25) Ibid.." il s'agit d'un materiel de chantier special qui permet de couler les planchers 
definitivement lisses dessus et dessous au moyen d'un tres simple echafaudage de poutrelles 
double T accrochees temporairement a des colliers qui sont fixes au sommet de chaque poteau 
les poteaux de beton sont coules a pied d'reuv re et dresses avec le systeme de coffrage ci 
dessous. " 
26) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formati¥le Years， p.381 
27) Baker， G. H. : Le Corbusier， p. 216.デュ・ボワはE. メルシユ (E.Morsch)教授のもとで研
究を続け、メルシュの著作である『補強(鉄筋)コンクリート (LeBeton Arme) ~をフランス
語に翻訳した。それゆえ「ドム=イノ j の構想はとの著作に多くを依存するととになった。
28) Le Corbusier et Pierre Jeanneret: iliuvre complete 1910-1929， p. 27. " PONT BUTIN， sur le 
Rhone， pres Genとve19l5 "とれは、 『全作品集』に掲載された、彼の青年期における 3つの作
品のうちのひとつである(言うまでもなく、ひとつはことで考察の対象としてる rrドム=イ
ノI型住居Jであり、もうひとつは1910年の「芸術家のアトリエj のスケッチである)。
29) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formative Years， p.382 
30) Ibid.， pp. 382-383.また、同様のドローイングが、 LeCorbusier: Early Buildings and Projects， 
1912-1923， p. 81に再録されている o
31) Baker， G. H. : Le Corbusier， p. 217.補強(鉄筋)コンクリートによる「一体的なj 構造シス
テムの諸原理はメルシュのものである。また、先にも触れたように、 『全作品集』に掲載され
た Irドム=イノ j 型標準骨組、大規模な大量生産の実現に向けてJと附されたドローイング
と同様のドローイング (LeCorbusier: Early Buildings and Projects， 1912-1923， p.60 に再録さ
れた)には「補強(鉄筋)コンクリートによる一体的な=骨組 (MONOLYTHE-OSSATURE
DE B邑TONARM孟)Jと見出しが附けられている。
32) Le Corbusier: Early Buildings and Projects， 1912-1923， p. 25.との図からは、明確に、 I型梁
とその聞に組み込まれる中空ブロックの使用が認められる。
33) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formative Years， pp. 385-386 
34) Turner， P. V. : La formation de Le Corbusier， p. 136. 
35) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formative Years， pp. 388-389. 
36) Le Corbusier: Early Buildings and Projects， 1912-1923， p. 62.ここに再録されたドローイング
は「ドム=イノ j 型標準骨組の連続によってさまざまな住居タイプが構成されるととが示され
ており、 p.64.のドローイングには標準骨組のパターンが示されている。
37) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formative Years， p.39l 
379 
380 
38) Le Corbusier et Pierre Jeanneret: auvre complele 1910-1929， pp. 25-26. " Lotissement 
((Dom-ino)) 1 
39) Le Corbusier: Precisions， p. 91 (ル・コルピュジエ著プレシジョン.B (上)、 146頁)
40) Le Corbusier et Pierre Jeanneret:伍uvrecomplele 1910-1929， p.23. 1 d'innombrables 
combinaisons de dispositions interieures et toutes prises de lumiere imaginables en facade 1 
41) Turner， P.v.・Laformation de Le Corbusier， p.136. 
42) Brooks， H. A. : Le Corbusier's Formative Years. p. 385. 
43)前註24)に準ずる。
44) Turner， P. V. : La formation de Le Corbusier. p. 139.ととで、ターナーはこのすべてをはぎ取
られた「床j と「柱j を言い換えて「観念的な床j と「観念的な柱j という表現を使用する o
45) Le Corbusier et Pierre Jeanneret:伍uvrecomplete 1910-1929， p. 22. 1 ATELIERS 
d'ARTISTES 1 
46)拙稿:Ch.-Ed. ジャンヌレ(ル・コルビュジエ)にみる近代性の萌芽一一 I芸術家のアトリ
エJのための 2枚のスケッチを巡って 、福井大学工学部研究報告所収、第48巻第 1号、
2000年 3月、 271-280頁。
47) Turner， P. V. : La formation de Le Corbusier， p. 139.ターナーは、ジャンヌレがとの「ドム=
イノ j によって合理主義と観念主義の聞を繋ぐ統合の鍵を見出した、と指摘している。
48) Le Corbusier: Vers une architeclure， p.36 (ル・コルピュジエ著建築をめざして』、 51
頁 1 L'ail observe. dans la salle， les surfaces multiples des murs et des vostes; 1 
49) G. ギーデイオン著空間・時間・建築.B 1、太田寛訳、丸善、 1969、23頁。
50) Le Corbusier et Pierre Jeanneret:伍uvrecomplele 1910-1929， p. 22.上のスケッチは1910年 1
月24日の日付が附けられ、下のものは1910年 1月27日のものである。
